
スタンシステムがシンプルで高速かつ
高性能なエッジコンピューティングを
実現
HPE Edgeline GL20 IoTゲートウェイでデータを
リアルタイムで獲得して分析

業種

ITシステムプロバイダー

目標 
エッジコンピューティングによってデータ

全体を処理、分析、および制御できる 
ソリューションの特定

アプローチ

リアルタイムでデータを獲得および分析

できるエッジコンピューターの導入

IT面の成果 
• コンパクトで耐久性に優れたGL20は、
その設置場所に関わらず、産業環境に

最適

• エッジでセンサーデータを収集し、 
リアルタイムのデータストリーミングを

実現することで、多様な作物に迅速に

対応

• システムの卓越した拡張性と汎用性に
よって、導入が容易になり、各種通信 
プロトコルとの互換性、高いコスト 
パフォーマンスを実現

ビジネス面の成果 
• さまざまなエッジ環境で高負荷コン
ピューティングを実行できるため、 
ビジネス拡大が可能

• データをリアルタイムで分析し、さまざ
まな作物の栽培方法を迅速に確立する

ことで、海外市場への進出も可能

• IoTを活用した農業システムの開発に
より、徳島県の産業活性化をサポート

お客様事例

日本のスタンシステムは、 
広範囲にわたる ICTビジネス 
ソリューションを開発しています。

徳島県が運営するLED植物工場
のためのSmart Plantの実証実
験では、HPE Edgeline GL20 
IoTゲートウェイが活用されて
います。HPEのOEMパートナー
となったスタンシステムは、この 
ソリューションを他の分野にも

利用して、徳島県内の産業の発

展に貢献したいと考えています。

課題

産業環境におけるコンピューティングの 
サポート

システム統合に重点を置きながら、広範囲

にわたるICTビジネス ソリューションを開
発するスタンシステムは、拠点を置く日本の

四国地方の企業に対するシステムソリュー

ション提供を専門としています。その提供

先の1つが徳島県です。徳島県は、県内での 
モノのインターネット (IoT) の普及に伴っ
て、2018年に「とくしまIoT等推進ネット
ワーク」を立ち上げました。これは、各種

センサーから収集したデータの一括保存お

よび整理が可能なデータ共有基盤となって

おり、徳島県内の企業、自治体、および大学

は無償で利用することができます。

https://www.hpe.com/jp/ja/servers/edgeline-iot-systems.html
https://www.hpe.com/jp/ja/solutions/industrial-internet-of-things.html


エッジにおけるデータ処

理のパフォーマンスを

飛躍的に向上させる、

HPE Edgeline GLシリーズ
ゲートウェイ

お客様事例

スタンシステム

株式会社

業種

ITシステムプロバイダー

「 産業現場で大量データを生成して分析するシステムには、コスト抑制と
同時に優れたスピード、さらに高い柔軟性と耐久性が求められます。
HPE Edgeline GL20は、こうしたニーズをすべて満たしており、産業環
境を完全に把握するのに最適なゲートウェイです。」

-スタンシステム株式会社 COO、眞鍋 厚氏

P2

「農業、漁業、林業など、自然界で営む

第一次産業では、気候変動に伴う収穫量の

減少、後継者不足といった大きな問題に

直面しています」と、スタンシステム代表

取締役社長兼COOの眞鍋 厚氏は話しま
す。「徳島県も例外ではありません。この危

機を乗り越えようと、産業界、政府、教育機

関が協力し、IoTを活用した産業の支援と、 
さまざまな側面での生活の質の向上に取り

組んでいます。」 

この取り組みをサポートするため、スタン

システムは、LED (発光ダイオード) を使用
したSmart Plantの実証実験を行ってきま
した。工場には、温度センサー、湿度セン

サー、CO2センサー、水分センサー、pHセン
サー、伝導率センサー、LED照明装置、およ
びWebカメラが設置されており、栽培に関
連するデータを各デバイスから自動的に収

集して分析しています。種からイチゴを栽培

する実証実験では、収穫までの時間を通常

よりも1.4か月短縮することに成功しまし
た。また、四国大学と連携し、染料用の藍の

葉をSmart Plantで栽培しています。

「藍は、徳島県の特産品です。これを選んだの

は、2020年に開催される東京オリンピックに
向けて、ジャパンブルーが大きな注目を集

めているからです。藍染製品を使用すると

健康にもよいため、注目度はますます高ま

るでしょう」と眞鍋氏は説明します。

「Smart Plantでは、IoTを活用することで、
安定した栽培が可能になります。当社は、今

後の農業において、このSmart Plantが非
常に重要なソリューションになると確信して

います。」

しかし、作物の状態をリアルタイムで把握し

つつ、最適な制御を維持するのは簡単なこ

とではありませんでした。

「栽培方法は作物によって異なります。です

から、この藍の場合は、8種類の栽培環境を
同時に構築し、比較する中でデータを分析し

ています」と眞鍋氏は補足します。「データ量

が増え続ける中で、分析や制御をリアルタイ

ムで行うには、エッジコンピューティングを

活用した、その産業環境内での処理が極め

て重要となることを痛感しました。エッジを

活用して迅速かつ適切に処理することで、

レイテンシやデータ破壊を防ぐことができ

ます。ただ、今後植物工場を各地に展開して

いくことを考えた場合、このシステムを構築

する際には、いくつもの重要なポイントを

考慮しなければなりません。」 

スタンシステムでは、エッジを活用した迅速

なデータ収集に対応できる、産業環境に適

したシステムを構築する必要がありました。

このため、コスト効率が高く、多くの企業や

グループでの実装が容易なソリューション

が求められていました。また、いずれのデバ

イスも、簡単に導入してすぐに使用できる

ものでなければなりませんでした。しかし 
問題は、従来型エッジコンピューティングの

多くが、これらの基準を満たしていないこと

でした。

https://www.facebook.com/sharer.php?u=https://amplify.hpe.com/member/post/2595b2fd-207b-4dc6-ac26-18bd138bcbb3
https://www.linkedin.com/shareArticle?mini=true&ro=true&url=https://amplify.hpe.com/member/post/2595b2fd-207b-4dc6-ac26-18bd138bcbb3
http://twitter.com/home/?status=HPE%20Edgeline%20GL20%20IoT%20Gateway%E3%81%8C%E6%9C%AA%E6%9D%A5%E3%81%AE%E7%94%A3%E6%A5%AD%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E3%82%92%E3%82%B5%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88.%20https://bit.ly/2Ep22pZ


Smart Plant (LED植物工場)

インターネット 無線LTEルーター

メンテナンス サーバー

GUIをインストールしてブラウザーで確認

L2スイッチ

PC/タブレット/スマートフォンで確認

Edgeline GL20
• 産業環境での優れた耐久性
• サーバークラスの処理性能
• サーバー同様のリモート管理

LED植物工場 (3室)

データ収集デバイス (6台)
Webカメラ (12台)
CO2センサー (3台)
光センサー (3台)
温度/湿度センサー (3台)
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ソリューション 
エッジで大量のワークロードを処理

この頃、眞鍋氏は、HPE Edgelineコンバージ
ドエッジシステムに大きな関心を寄せてい

ました。そこで、日本のHPEは、Edgeline製品
ファミリの中から、GL20 IoTゲートウェイの
導入を提案しました。

Enterprise Account Sales General 
Headquarters (Central/West Sales) の 
マネージャーは次のように話します。「Smart 
Plantは、小規模な施設を対象とした実証実
験です。HPE Edgeline GL20 IoTゲートウェ
イは、耐久性が極めて高いため、このような

環境での運用にも適しています。最高ランク

のインテル® Core™ i5 CPU、4GBのメモリ、
64GBのSSDが搭載されているので、膨大な
データを即座に収集して整理することがで

きます。」

眞鍋氏は、使いやすさも大きなメリットに

なっていると補足します。「HPE Edgeline 
GL20は、ご存じのように、高性能ゲート
ウェイの概念を打ち破る製品です。スペック

の高さに加えて、用途が広いため、プロジェ

クトの規模やユーザーの状況に応じて開発

できる点にも魅力的です。データをエッジで

も処理できるため、GL20によってデータを
収集しつつ、制御することができます。

つまり、システムの拡張が進めば、GL20に
よって収集されたデータを即座に分析して

人工知能 (AI) と統合することで、より詳細な
分析が可能になります。」

メリット

HPE Edgelineは可能性を広げるツール 
HPEは、HPE Discover Las Vegas 2018に
おいて、今後4年間でエッジコンピューティン
グに40億ドルを投資する計画があることを
発表し、新たにスタンシステムとOEM契約を
締結しました。引き続き両社の協力関係を

発展させながら、その基盤にHPE Edgeline
製品を活用し、双方にメリットのある関係を

築くことを目指しています。眞鍋氏は、今後

の事業開発におけるエッジの活用につい

て検討を進めています。「HPEは、最新のテ
クノロジーを持つさまざまな企業とパート

ナーシップを結び、HPE製品に付加価値を
与えていますが、HPE EdgelineとAIが融合
すれば、まったく新しい価値が生み出される

ことは間違いありません。ワイヤレス通信や

分析ツールのオプションが増えれば、HPE 
EdgelineがIoTプラットフォームの構築に欠
かせない要素になると確信しています。」

お客様事例 
スタンシステム 
株式会社

業種 
ITシステムプロバイダー

スタンシステム株式会社 COO、眞鍋 厚氏

HPE日本、IoTおよびコンバージドエッジシステム 
カテゴリマネージャー、北本 貴宏氏



アップデートを入手

今すぐ共有

お客様のソリューション概要
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「 これまではデータセンターやクラウドを使用しなければ処理できなかった 
ワークロードを、エッジを使って処理するというのがHPEのコンセプトです。
HPE Edgeline製品ファミリなら、このコンセプトを実現できるのです。」

- HPE日本、IoTおよびコンバージドエッジシステムカテゴリマネージャー、北本 貴宏氏

日本のヒューレット・パッカードエンタープラ

イズハイブリッドクラウド製品部門の北本貴

宏氏は、次のように話します。「今後は、デー

タセンターではなく、エッジでデータが生成

されるようになると考えています。このSmart 
Plantの事例でご覧いただいたように、作物
によって生成されたデータが各デバイスか

ら読み込まれます。極めて高性能なIoTエッ
ジコンピューターを導入していれば、それを

利用して栽培する産業環境では、データセン

ターが毎日必要になることはありません。迅

速に対応するためには、エッジに注目するこ

とが重要です。」 

スタンシステムは、Smart Plantのコンセプト
を他のプロジェクトにも利用する計画を立て

ています。徳島県の上板町地区にある、「技

の館」と呼ばれる施設では、藍染めを体験で

きます。スタンシステムは、そのビルの1階に
Smart Plantを構築することを提案していま
す。それにより、1年を通して新鮮な藍の葉を
栽培することが可能になります。また、このプ

ロジェクトにHPE Edgeline GL20を活用で
きると考えています。

「できるだけ多くの成功事例を積み上げて、

IoTの利用を促進したいと思います」と眞鍋
氏は話します。「植物工場のメリットは、気候

や場所の影響を受けることなく、高品質な作

物の栽培が可能になり、健康志向の農薬を

使用しない社会の実現に貢献できることに

あります。」

「少なくとも、GLOBALG.A.P基準を満たす
作物は栽培できると考えています。最近で

は、こうした新たな可能性にも注目が集ま

り、韓国をはじめ、アジア全域からの引き合

いが増えているため、これを安定したコアビ

ジネスにしていきたいと思います。」

HPE Edgeline製品ラインの中でも、ゲート
ウェイ型のGLシリーズには、これまでゲート
ウェイに使用されていない高性能CPUが搭
載されているため、エッジでのデータ処理の

パフォーマンスを飛躍的に向上させること

ができます。ELシリーズも同様に、他のエッ
ジコンピューターでは見られないサーバー

グレードのパフォーマンス、機能、および環境

耐性を備えています。これは、HPEがエッジ
コンピューティングの重要性を強く提唱する

証左となるものです。

北本氏は、最後に次のように話します。 
「私は、エッジからクラウドまでをシームレ

スに接続するIoTシステムにおいて、HPE 
Edgelineは不可欠であると考えています。
HPEとしては、お客様とのコミュニケーション
を深め、それをどのように活かしてビジネス

に変えていくのかを見極めつつ、その過程

で付加価値を生み出していきたいです。」

詳細情報
www.hpe.com/jp/ja/servers/
edgeline-iot-systems

お客様事例 
スタンシステム 
株式会社
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ITシステムプロバイダー
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